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問
検
討
調
査
業
務
を
行
い
、
村

外
へ
の
移
動
ニ
ー
ズ
、
福
祉

バ
ス
を
利
用
し
づ
ら
い
環
境

に
あ
る
住
民
の
方
へ
の
対

応
、
村
内
の
交
通
資
源
の
有

効
活
用
、
人
材
の
効
率
的
な

運
用
、
教
育
、
観
光
や
産
業

と
の
連
携
の
必
要
性
も
課
題

と
し
て
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
具
体
的
な
施
策
は
、
知

社
地
区
が
独
自
で
行
っ
て
い

る
有
償
運
送
事
業
へ
の
助
成

や
、
週
に
１
回
、
大
原
病
院

へ
の
福
祉
バ
ス
の
村
外
運
行

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
行
政
と
し
て
公
共

交
通
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
く
か
で
す
が
、
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
で
行
う
と
す
る
と

村
外
へ
は
、
タ
ク
シ
ー
、
バ

ス
、
鉄
道
な
ど
既
存
の
公
共

交
通
機
関
の
同
意
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
エ
リ
ア
設
定
、

料
金
、
実
施
者
、
利
用
者
の

負
担
や
、
村
の
負
担
な
ど
の

応
に
つ
い
て
、
タ
ク
シ
ー
の

利
用
補
助
な
ど
も
検
討
し
ま

し
た
が
、
村
内
事
業
者
の
業

務
休
止
な
ど
も
あ
り
、
中
止

し
た
経
緯
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
２
８
年
度
に
高

齢
者
等
の
交
通
手
段
確
保
策

問答

第
５
次
総
合
振
興
計

画
策
定
か
ら
現
在
ま

で
に
、
交
通
、
買
い
物
弱
者

へ
ど
の
よ
う
な
施
策
を
さ
れ

ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
今
後
行
政
と
し
て
交
通

弱
者
、
買
い
物
弱
者
問
題
に

対
し
て
の
お
考
え
を
お
伺
い

し
ま
す
。総

務
企
画
課
長

総
合
計
画
以
後
の
対

過
疎
地
で
は
利
用
者

の
減
少
に
よ
り
、
公

結
び

共
交
通
が
衰
退
、
公
的
な
支

援
な
し
で
は
維
持
が
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
住
民
の
福
祉
の
た
め
に

は
地
域
の
実
情
に
最
も
適
し

た
形
の
支
援
が
望
ま
れ
ま

す
。
し
か
し
、
利
用
状
況
と

対
比
し
て
あ
ま
り
に
合
理
性

に
欠
け
る
支
援
が
行
わ
れ
て

い
て
は
、
支
援
の
継
続
、
拡

大
に
住
民
の
理
解
を
得
ら
れ

な
く
な
り
、
支
援
の
縮
小
、

廃
止
の
要
因
や
、支
援
強
化
、

拡
大
の
阻
害
要
因
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

　

今
回
の
一
般
質
問
に
先
駆

け
て
、
数
名
の
交
通
弱
者
、

買
い
物
弱
者
に
当
た
る
方
と

お
会
い
し
、
お
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
通
常
、

日
常
の
通
院
、
買
い
物
で
の

利
用
で
は
、
福
祉
有
償
運
送

事
業
、
福
祉
バ
ス
や
、
智
頭

急
行
、
他
に
は
タ
ク
シ
ー
を

利
用
す
る
そ
う
で
す
。
し
か

し
、
福
祉
有
償
運
送
事
業
は

人
の
手
を
か
り
ず
に
動
け
る

高
齢
者
の
人
た
ち
に
対
し
て

制
限
が
あ
り
利
用
で
き
ま
せ

ん
。
要
介
護
、
要
支
援
を
受

け
て
な
い
人
た
ち
は
日
用
品

の
買
い
物
、
食
に
関
し
て
の

購
買
意
欲
も
旺
盛
で
あ
り
、

こ
れ
ら
を
思
い
ど
お
り
に
充

足
で
き
な
い
場
合
は
ス
ト
レ

ス
の
蓄
積
に
も
な
り
ま
す
。

こ
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る

手
助
け
を
し
て
、
本
当
の
意

味
で
の「
生
き
る
を
楽
し
む
」

人
生
を
後
押
し
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
西
粟
倉

村
に
お
い
て
も
、
他
自
治
体

の
タ
ク
シ
ー
補
助
制
度
を
参

考
に
し
て
、
ぜ
ひ
と
も
導
入

の
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
有
償
運
送
事
業

を
利
用
し
て
、
遠
方
へ
行
か

れ
る
方
の
交
通
費
の
負
担
が

高
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
救
済
措
置
と
し
て
、

例
え
ば
福
祉
有
償
利
用
助
成

金
の
よ
う
な
形
で
幾
ら
か
で

も
還
付
が
で
き
る
施
策
の
検

討
を
お
願
い
し
た
い
で
す
。

公
共
交
通
を
１
０
年
、
２
０

年
後
も
維
持
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
考
慮
す
る

と
、
地
域
公
共
交
通
は
福
祉

サ
ー
ビ
ス
、
イ
ン
フ
ラ
の
一

部
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
、

持
続
可
能
な
交
通
網
の
形
成

に
向
け
て
政
策
を
考
え
、
検

討
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
状
の
公
共
交
通
で
は
不

具
合
の
部
分
が
多
々
あ
り
、

改
善
、
見
直
し
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
各
方
面
の
人
た

ち
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
、
試
行
錯
誤
し
て
い
け

ば
、
交
通
弱
者
、
買
い
物
弱

者
の
解
決
の
道
は
あ
り
ま

す
。
で
き
な
い
理
由
よ
り
、

ど
う
や
っ
た
ら
で
き
る
か
を

考
え
て
い
た
だ
き
、
早
急
に

施
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

村
長

持
続
可
能
な
地
域
づ

答
く
り
と
い
う
観
点
で
は
避
け

て
通
れ
な
い
問
題
で
す
。
移

動
手
段
の
確
保
と
合
わ
せ

て
、
村
内
で
の
食
料
や
生
活

必
需
品
の
な
ど
消
費
生
活
の

拠
点
と
な
る
施
設
の
整
備
等

に
つ
い
て
も
、
策
定
中
の
第

６
次
総
合
振
興
計
画
の
中
に

盛
り
込
ん
で
ま
い
り
ま
す

交
通
弱
者
・
買
い
物
弱
者
対
策
に

つ
い
て

6 月定例議会 
　一般質問

福井　正議員

考
慮
、
実
際
の
利
用
状
況
な

ど
、
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
継
続

す
る
に
は
そ
れ
ぞ
れ
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
仕
組
み
の
検
討

が
不
可
欠
で
す
。
民
間
の
活

用
も
含
め
て
引
き
続
き
検
討

し
て
ま
い
り
い
ま
す
。

議会だより
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「第６次西粟倉村総合振興計画」を策定します。
10 年後の西粟倉村をみんなで考えましょう！わたし×むら

２０３０
　本村では、平成２４年度から「百年の森に囲まれた　
快適で人が輝く　自然と交流のむら」を村の将来像にお
き、「第５次西粟倉村総合振興計画」に取り組んでいます。

総合振興計画ってなに？
　総合振興計画は村のすべての計画の基本となるもので、村における最上位の計画です。将来どんな村にし
たいか、村が進むべき方向、その実現に向けた道筋を示したものです。

どうやってつくるの？
　現行計画の方向性を維持しながら、2030 年の「ありたい姿」を描き、社会情勢の変化により今後 10 年
間で求められること (SDGs、人口減少社会の新たな社会や暮らしのスタイル、オンライン社会変革、気候変
動や災害対策など ) を上積みしていく計画をつくります。そのため、現行計画の評価やアンケート調査、村
民ワークショップを開催し多様な立場の方々と村の将来を考えていくなど、村民の皆さまと一緒に進めてい
きます。

「村民アンケート調査」ご協力のお願い
　８月上旬に村民のみなさんへアンケート調査表をお届けします。村の現状や将来についてお尋ねし、今後
のむらづくりに活かしていきます。
　詳しくは、お送りする調査表をご覧ください。
　ご協力をお願いいたします。

【西粟倉村　地方創生推進室】

実施計画

基本計画

基本構想
村の将来を見据えたむらづくり・行政運営

の基本的な理念や方向性、目標を示します。

（村民ワークショップで検討）

基本構想を実現するための基本的な施策を

体系的に示します。

基本計画に示す施策ごとに実現する具体的

な事業を示し、毎年度の予算編成の指針と

なります。

構想部分・施策分野ごとに関連する

SDGs ゴールを位置づけ

この現行の総合振興計画は令和３年度に終了予定であり、地方創生を推進する「第１期まち・ひと・しごと
創生総合戦略」は令和元年度に終了したことから、それぞれ１年前倒し、１年延長することで、令和３年度
を初年度とする一体的な「第６次西粟倉村総合振興計画」の策定を進めることとなりました。
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そして、２０１７年に開催された「ダボス会議」で
SDG ｓへの取り組みが大きな経済効果を生むとい
う推計が発表されたことで、民間企業が SDG ｓへ
の関心を持ち、関連事業への参入のきっかけとなり、
今日の SDG ｓ促進へと繋がっています。

SDG ｓの目標は？
　（図 1）は２０１６年〜２０３０年までの１５年
間で世界が達成すべきゴールを表したものです。
SDG ｓは１７の目標と１６９のターゲットで構成
されています。誰ひとり取り残さないことを目指し、
先進国と途上国が一丸となって達成すべき目標で構
成されているのが特徴です。

未来へつなぐために
　世界全体の話を聞くと、難しく遠い世界の話のよ
うに感じるかもしれませんが、SDG ｓは私たちの
生活に深く関わっています。
　あるだけ使う、あるだけ獲ることを繰り返すうち
に、地球の環境は汚染され、環境の変化による自然
災害が増加、絶滅する生物も増えて地球上の生物の
多様性が失われつつあります。今、当たり前のこと
が、当たり前ではなくなる未来がやってくるかもし
れません。

　例えば現在は美味しいマグロが当たり前のように
お店で買えますが、１０年後には食べられなくなっ
ている可能性もあるのです。これら多くの問題に向
き合わなければ地球に未来はないかもしれません。

　西粟倉村は平成２０年に「百年の森林構想」を掲
げました。これは村の財産である森林を、わたした
ちの次の世代、その先の未来へ繋いでいくためのも
ので、SDG ｓと同じく持続可能な開発を目指すも
のです。これら取り組みの実現には、行政だけでな
く、この村の一人ひとりが「自分ごと」として捉え、
それぞれの活動や生活の中に落とし込み、浸透させ
ていくことが必要不可欠です。SDG ｓや関連する
村の取り組みについて知り、行動し、一緒にこの村
の豊かな生活を未来へ繋いでいきましょう。

　次回は SDG ｓに関連した村の取り組みをテーマ
としたいと思います。

【西粟倉村　地方創生推進室】

（図 1）
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< 連載 >ＳＤＧｓ未来都市にしあわくら
～村の未来を創る、考える～

第 1 話
　さまざまな媒体で目にするようになった SDG ｓ

（エスディージーズ）という言葉。その内容をみな
さんはご存じでしょうか。
　西粟倉村は２０１９年（令和元年）SDG ｓ未来
都市に選定さました。これを受け、すでに小学校で
は村の課題を自分たちなりに解決すべく考えて取り
組む授業を、中学校では SDG ｓ達成に繋がる行動
を委員会活動の中に落とし込み、実施しています。
　今回から、SDG ｓとはなにか、また SDG ｓに関
してどんな活動ができるのか知っていただくため
に、SDG ｓに関する企画連載を行います。
　その先には、村が将来にわたって持続可能な状況
をつくるという目標があります。ぜひ、ご家族みな
さまでお読みください。

SDG ｓ（エスディージーズ）とは？
　「Sustainable Development Goals（サスティナブ
ル　ディベロップメント　ゴールズ）」の略称であ
り、２０１５年９月に国連で開かれたサミットの中
で世界のリーダーによって決められた、国際社会共
通の目標です。日本語では「持続可能な開発目標」
と訳されます。
　持続可能な開発とは、「将来の世代のニーズを損
なうことなく、現代の世代のニーズを満たすこと」。
そのためには、わたしたちの子孫も現在のような豊
かな資源や環境の中で安心安全に日々の生活が送る
ことができるだろうか、と想像することが必要です。

豊かさと引き換えに・・・
　みなさんは地球の成長の限界というものを考えた
ことがありますか。わたしたち人類は、産業革命が
もたらした経済発展により、現在の豊かで便利な生
活を送ることができるようになりました。それに伴
い人口も急増、増加を続け、現在では約７７憶人（日
本人は約１. ２憶人）に達しています。
　しかし、人が豊かで便利な生活を追求するのに伴

い、地球の限りある資源が減っているという問題が
表面化してきました。１９７２年に発表された『成
長の限界』という報告書は、「このまま人口増加や
環境汚染が続けば、（中略）あと１００年で地球の
成長は限界に達する。」と危機の到来を伝えていま
す。加えて、先進国と開発途上国の貧富の格差が拡
大し、環境の保全を考える先進国と、経済発展を優
先したい途上国の対立が続いています。

MDG ｓ（エムディージーズ）から SDG ｓへ
　SDG ｓの前身として MDG ｓ（ミレニアム開発目
標）というものがありました。開発途上国の生活状
況改善を主な目標とした MDG ｓは、２００１年〜
２０１５年までを達成期限として８つの目標を掲げ
ていました。

（１．極度の貧困と飢餓の撲滅、２．普遍的な初等教育の達成、

３．ジェンダーの平等の推進と女性の地位向上、４．乳幼児死

亡率の削減、５．妊産婦の健康状態の改善、６．ＨＩＶ / エイズ、

マラリア、その他の疾病のまん延防止、７．環境の持続可能性

の確保、８．開発のためのグローバル・パートナーシップの推進）

　しかし開発途上国の中には、先進国で一方的に決
められた MDG ｓへ反発し、取り組みへの参加自体
に消極的な姿勢を取る国もありました。結果として、
MDG ｓは一定の成果は達成したものの、取り残さ
れる地域の存在や、国連や政府だけの取り組みにと
どまり民間企業やひとり一人の関心を得られないと
いった課題が残りました。
　一方 SDG ｓは、MDG ｓを引き継ぐ形で採択され
たものの、先進国の課題も反映し、政府や途上国だ
けでなく、民間企業による取り組みを求めています。
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西粟倉村が まるごと「テクノロジー×ローカル」の実証事業の場に

『一般財団法人 西粟倉むらまるごと研究所』 設立

　西粟倉村と企業等が共同で「一般財団法人西粟倉むらまるごと研究所」を村内に設立しました。西粟倉村
が掲げる「生きるを楽しむ」を持続可能なものとするため、「最新テクノロジーは地域や人を幸せにできる
のか」を命題に、西粟倉村をまるごと検証フィールドとして、企業や研究機関と新技術の研究開発及び地元
と連携した実証事業を行ないます。

【設立概要】 
■名称：一般財団法人 西粟倉むらまるごと研究所（代表理事：大島 奈緒子）

■設立日時：令和２年７月１日

■設立場所：岡山県英田郡西粟倉村大字長尾１４６４番地

■設立者：西粟倉村、村と共に先進的な実証事業に取り組んできた企業をはじめ、

テクノロジー、地域、幸福等の研究・実践の第一人者が名を連ねています。

【研究所の使命】
①テクドロジー ( テクノロジー×泥くささ ) の発明

②生態系の本領発揮

③「生きるを楽しむ」をつなぐ

【研究所の役割】
①地域資源の調査、整理、分析、課題抽出及びそれらのオープンデータ化の実施

②新しい研究活動の創出を目的とした、研究者と地域資源や地域企業等とのマッチング支援

③安定した研究基盤の構築を目的とした、生活・研究環境の整備及び人的ネットワークの構築

④研究活動が持続するための資金や人材の獲得

【今年度の取り組み】
■多種多様な村内データのオープンデータ化
■テクノロジーの力で草刈りをゲームにし、関係人口を増やす
■子供・高齢者も自由な移動を。「地産地消モビリティ」の開発

道、住宅、エネルギー、ゴミ、福祉、発酵など、村内の新しい課題や、共同研究を行なう企業をマッチング

するごとに、新しくプロジェクトチームを組み、分野を横断した、ここでしかできない研究を進めていきます。

【今後の予定】
・本年度中に、旧 JA 建物をコワーク , 研修施設として改修し開所予定

・定期的にオンラインイベントやアイデアハッカソン等を開催予定

・今後も研究等を共にする企業や個人の参画、企業版ふるさと納税による寄付等を募集していきます。

【お問い合わせ先】　一般財団法人西粟倉むらまるごと研究所　（担当：秋山）

　　　　　　　　　〒 707-0504　岡山県英田郡西粟倉村大字長尾１４６４番地

　　　　　　　　　電話番号 ：090-4109-6500　E-mail ： muramaruken@gmail.com
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村内有志チームが熱戦！

「第 13 回村民ソフトバレーボール大会」が開催
　７月１２日（日）、体育協会主催「第 13 回村民ソフ
トバレーボール大会」が小中学校体育館で開催され、村
内の地区やクラブ等を中心とした１１チームが熱戦を繰
り広げました。
　本大会は室内での開催となるため、感染症対策を徹底
して実施。集まりやチームスポーツの実施が難しい状況
下で、交流と身体を動かす良い機会となりました。
　試合結果、個人表彰は以下のとおりです。

梅雨のにしあわくらを歩き楽しむ

「令和２年度ウォーキング大会」を開催
　６月２７日（土）、「令和２年度ウォーキング大会」を
開催しました。
　今回のウォーキング大会は別府地区から塩谷地区まで
の間に２種類のコースを設定。４８人の参加者は、道中
に咲く紫陽花等を楽しみながら、ウォーキングに励みま
した。

スポーツを通じた交流で健康に！

「第 32 回村民ゲートボール大会」が開催
　７月１８日（土）、コンベンションホールにおいて、
体育協会主催「第 32 回村民ゲートボール大会」が開催
され、村内から 6 チームが参加しました。
　試合結果は以下のとおりです。
　　優勝　　長尾チーム
　　準優勝　筏津チーム
　　３位　　議会チーム

優勝　　別府①チーム
準優勝　若者チーム
３位　　大茅チーム

敢闘賞　スポ少バレーチーム　高木陽翔
　　　　若者チーム　　　　　政久春斗
　　　　別府①チーム　　　　白籏善宏
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【西粟倉村　保健福祉課】

油断は禁物！ 「新しい生活様式」を続けましょう！

　新型コロナウイルスの新規感染者は、７月 14 日時点でまだ増加傾向にあります。
　油断せず、「新しい生活様式」を続けて、感染を予防していきましょう。

人と一緒にいるときは、マスク！

・人と充分な距離（少なくとも２ｍ以上）を確保
できないときは、マスクをつける。

人との距離＝２ｍ　あける。

・どんな場所でも、人との距離は２ｍ（最低１ｍ）

いつも換気　窓を開ける。

・２方向の窓を開ける。

手洗い。消毒。

・こまめに 30 秒かけ手洗い（石鹸で）。

3 密「密閉、密集、密接」を避ける。

①換気の悪い「密閉空間」　②多くの人が「密集」　③近い距離（密接）の「会話 ･ 発声」

・発熱 ･ 体調悪いときは、すぐに「かかりつけ医」に

連絡 ･ 受診。

・どうしてよいか困ったら、迷わず相談！

⇒岡山県コロナ受診相談センター（24 時間）

　　美作保健所勝英支所　０８６８－７３－４０５４

　　一般相談窓口　０８６－２２６－７８７７

⇒西粟倉村診療所 （平日 8：30 ～ 17：15）

　　　　　　　　　 ０８６８－７９－２２２０

⇒西粟倉村 保健福祉課 （平日 8：30 ～ 17：15）

 　　　　　　　　　０８６８－７９－７１００

「熱中症」予防も忘れずに。

・屋外で 2m 以上、人と離れていたらマ
スクをはずす。
・喉が渇く前に、こまめに水分補給
（1 日　1.2 〜 1.5 リットルを目安）。
・エアコンを積極的
に使う（換気とこま
めな温度調整）。
・暑さを避け、涼し
い場所へ移動。

２ｍ
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　高齢者のみなさんに、将来にわたって元気で自立した生活を送っていただくことを目的として、80 歳以
上（8 月 1 日現在）で、介護認定を受けていない方を対象とし、高齢者元気生活応援金を支給します。
　応援金の概要は、次のとおりです。対象者には、保健福祉課よりご案内をお送りしていますので、申請を
お願いします。

●対象者（8 月 1 日現在）

　・満 80 歳以上

　・介護認定されていない方（申請中も対象外）

●金額

　・１２，０００円（１人あたり／年 1 回）

●申請受付期間

　・8 月 1 日～ 8 月３１日

　　※ただし、村税等の未納がある場合は、支給されないことがあります

元気で笑顔あふれる毎日のために、ぜひ応援金をご活用ください !
【西粟倉村　保健福祉課　☎ 0868-79-7100】

高齢者元気生活応援金のお知らせ

　　※ただし、村税等の未納がある場合は、支給されないことがあります

ツキノワグマにご注意ください！
　これからの季節のツキノワグマは繁殖のため活動が広域化し、これまでに出没情報がなかった地域でも遭
遇する可能性があります。集落付近でのツキノワグマと人との事故を防ぐためには、農地や人家など、集落
にクマを近づけないことが大切です。

①農地・道路などの周辺を刈払う
　クマのすむ山と農地・人家・道路の境目のやぶを刈り払い、

　見通しをよくすると、元来臆病な野生動物は、集落に近づきにくくなります。

②家の周りに残飯を捨てない
　残飯や生ゴミは、クマのエサになります。コンポストのにおいもクマを呼び寄せます。

③利用しない作物は片付ける
　不要になった農作物や、収穫しない果実を見つけると、食べ尽くすまで繰り返し食べに来ます。柿・

栗の木のトタン巻き（登れなくする）や不要木を伐採するなど利用しない作物は早めに片付けまし

ょう。

④音の出るものを身につける
　笛・鈴・ラジオなど音の出るものを身につけましょう。クマは耳がよく、人の気配を察知してそ

の場から遠ざかります。

遇する可能性があります。集落付近でのツキノワグマと人との事故を防ぐためには、農地や人家など、集落

【西粟倉村　産業観光課】
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スペシャルおまつりごっこ

　７月８日（水）、園でおまつりごっこをしました。当日子どもたちは、ゆかたや甚
平もしくは好きな私服で登園しました。ぞう組からお店の説明があり、ぞう組とうさぎ組のペアとくま組同
士のペアでお店を回りました。お店は、ぞう組の焼きそば屋さん・かき氷屋さん・手作り絵本屋さん、くま
組のおもちゃ屋さん、うさぎ組のおめん屋さん・ヨーヨーすくい屋さん・スーパーボールすくい屋さん・金

　７月７日（火）に七夕祭りをしました。

七夕祭りをしました！

　この日のために、数日前から２本の大きな竹に願いごとを書いた短冊
とお飾り付けをしました。“ すくすく元気に大きくなりますように ”“ 優
しい女の子になりますように ”“ 大きくなったらドキンちゃんになりた
い ” など、それぞれの願いごとでいっぱいになりました。そしてスイカ
や星などの七夕飾りが華やかさを盛り上げ、とても見栄えのする七夕飾
りができました。
　当日はあいにくの雨模様でしたが、先生のハ
ンドベルの演奏に合わせて歌ったり手遊びをし
たりして、和やかで楽しい時間を過ごしました。
　夕方にはお家の人と七
夕飾りの前で記念写真を
撮り、思い出に残る行事
になりました。

魚と恐竜すくい屋さんが
ありました。また、先生
たちからのくじ引きコー
ナーもありました。
　子どもたちはとても楽
しそうにお店を回り、レ
ストランの部屋で食べて

（疑似）いました。最後
にお菓子まきをして、本
気でお菓子を拾いまし
た。目標どおり、思いっ
きり楽しいおまつりごっ
こになったと思います。
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ふるさと・子どもたちを元気に！『ふるさと元気給食』

　給食では、西粟倉村で育った食材、西粟倉村民の方々
が作られた食材、また岡山県産の食材を取り入れること
で、西粟倉村を元気に、そして、その給食で西粟倉の子
どもたちを元気にする取り組みとして、『ふるさと元気
給食』と名付けた給食を実施しています。
　地域の方々のご協力を得ながら、地場産物を活用した、
安全、安心でおいしい給食を提供することで、給食を通
して村のこと、岡山県のことを知り、ふるさとを愛する
心を育みたいと考えています。

ふるさと元気給食
ふるさとをいただき、（味わい・学び・ともに生きる）

ふるさとを元気にする

げんき・えがお・なかよしのもと

給食の一例

　７月９日（木）に森林体験学習を行いました。今年度初の
全校での校外活動でした。最初に ( 株 ) 百森の永美暢久さん
から「百年の森構想」について講話をいただき、「今、祖父
母の代に植えた木を使わせてもらっている。自分たちも５０
〜１００年後のために木を守り育てていく」「かけがえのな
い豊かな森は村の誇りである」というお話を伺いました。そ
の後、生徒はシルバー人材センターの方が研いでくださった
鎌で下草刈りをしました。活き活きと草を刈る姿はとても頼
もしく見えました。多くの方々に支えていただき森林体験学
習は大成功でした。

森林体験学習を通して村の誇りを実感！

　給食に使用する「あわくら食材」は、米を
はじめ、地域の方が作られている旬の野菜や、
学校で収穫した木の芽や野菜など。使用当日
には掲示資料や放送原稿で児童に紹介してい
ます。
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あわくら会館あわくら会館・図書館のイベント・活動の詳細はホームページのイベントページをご覧下さい。
http://www.vill.nishiawakura.okayama.jp/wp/awakurakaikan/ にアクセス

■ご利用案内
　あわくら会館　西粟倉村影石３３－１
　　・開館時間　８：３０～２２：００
　あわくら図書館（あわくら会館内）
　　・開館時間　１０：００～１８：００
　　・休  館  日　祝祭日、年末年始、毎月最終月曜
　　　　　　　　（８月は１０、３１日が休館日）
■問い合わせ先
　あわくら会館・図書館　　TEL　0868-79-2116
　教育委員会事務局　　　　TEL　0868-79-2216
お知らせ・蔵書検索はホームページをご覧ください。

あわくら会館で行われる「生きるを楽しむ」イベント・活動を紹介

村民講師イベントの紹介

　村民のみなさんが講師として技術や特技、好き
なことをイベントやワークショップを開催。一緒
に楽しい時間を過ごしませんか？

詳しくはホームページ、館内に掲示のチラシ、
Facebook ページをご確認ください。

あわくら会館で「生きるを楽しむ」様子を紹介

■やってみん掲示板
　「たぬき像をきれいにしませんか？」
　　　　　　　　　をやってみました！

８月２２日（土）
　「革のブレスレット＆ブローチづくり」
　　■講　師：渋谷 肇 さん（渋谷カバン）
　　■参加費：２，０００円
　　■対　象：小学生以上※
　　■ブレスレット（刻印可）
　　　　１３：００～１５：００
　　■ブローチ
　　　　１５：００～１７：００

８月２２日（土）１３：３０～１４：３０
　「親子でつくるレジンアクセサリー」
　　■講　師：北森 亜未 さん
　　■参加費：５００円
　　■対　象：小学生以上（親子）

９月６日（日）
　「猫皿と刺繍ブローチづくり」
　　講　師：上山 奈穂 さん（若杉窯所属）
　　　　　　ＥＫＫＯ さん（刺繍作家）
　　猫皿づくり
　　　猫型のお皿に絵を
　　　描いて焼き付けます。
　　　■材料費：３００円～
　　　■対　象：幼稚園児以上※
　　刺繍ブローチづくり
　　　■材料費：８００円
　　　■対　象：小学生以上※

※小学生、幼稚園児は保護者の参加が必要です。

　筏津公園前のたぬき像をキレイにしようと “ やっ
てみん掲示板 ” で募集をしたところ、７月１１日

（土）の当日８名の人が集まってくださいました！
　天気予報は雨でしたが、この時は小雨もあがり、
天気を味方につけ、こすればこするほど泥だらけの
たぬき像がどんどんきれいになっていきました。
　参加者の気持ちもハレバレ、たぬき像もうれしそ
うに見え、充実した時間を過ごすことができました。
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「あつまる、つながる、やってみる、」

あわくら会館
■あわくら会館　  【開館時間】８：３０～２２：００
　　※あわくら図書館開館時間外は施設利用の予約の上、
　　　役場でカギを借りてご利用下さい。
■あわくら図書館【開館時間】１０：００～１８：００

－むらまるごと図書館を始めたきっかけは何ですか？
　　『僕 ( 店主小林 ) 自身が、図書館や本そのものによって救われた大きな経験があり、今度は自分が、本を通

　　じてささやかながら誰かの手助けができれば良いなと思ったからです。』

－図書館のテーマを教えてください？
　　『古民家図書館で自分探し。( 現在は世界の写真やアートブック、生き物図鑑、植物図鑑、農業がメイン )』

－子どもの頃好きだった本は何ですか？
　　『中学生のときに友達から教えてもらった、阿智太郎／著、僕の血を吸わないでシリーズ。』

－最後にひとことお願いします。
　　『本の内容はさることながら、装丁の面白さや手触り、インクや紙のもつ独特なにおい、いろんな角度から

　　本を楽しんでもらえる図書館を目指しています。』

夜のあわくらとしょかん
住民ワークショップから実現した

図書館の新刊情報

その他の新刊は、あわくら図書館ＨＰまたは館内設置の
図書検索システムをご覧下さい。

一般書

　『家族じまい』　　　　　　　　　　桜木紫乃／著
　『賭け入りの寺』　　　　　　　　　澤田瞳子／著
　『いちねんかん』　　　　　　　　　　畠中恵／著
　『夏めし 100』　　　　　　　　　　高橋雅子／著
　『Cabin Porn Inside 小屋の中へ』    ｻﾞｯｸ・ｸﾗｲﾝ／著
　『たんぽるぽる』　　　　　　　　　雪舟えま／著
　『できるテレワーク入門』　　　　　法林岳之／著

児童書 

　『南極のさかな大図鑑』　　　　　　岩見哲夫／著
　『くろはおうさま』　　　　メネナ・コティン／著
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他多数

百森ひろばがホームシアターに！

アカデミー賞受賞作品。牧羊
豚になることを夢見る無垢な
子ブタの奮闘を描く感動作。
■日時　8 月 23 日（日）
　　　 　13：30 ～ 15：10
■定員　各 20 名（申込順）

▲ カフェやマフィンもあっという間に完売に。

　あわくら会館建設時の住民ワークショップで話題と
なり、企画化された “ 夜のあわくらとしょかん ”。
　こだわりのコーヒーやマフィンの出店、持込企画の
ボードゲーム体験会など、村民のみなさんによって催
され、村民のみなさんと作るイベントに。

映画「ベイブ」

▲ ボードゲームがゆっくり楽しめる大人の時間。

みなさんからの持込企画を歓迎しています。

むらまるごと図書館通信　vol.6

「あるの森図書館」
館長　小林辰馬さん
　　　　にインタビュー！

村じゅうをまるごと図書館に
する「むらまるごと図書館」
の各図書館をご紹介。
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「ぼくらは風景カメラマン！！」

あわくらたんけんクラブ
～村は全て遊びのフィールド　村中を遊びつくせ！～

　「村の中で見たことない場所や風景を撮影しよう。」と６
月２１日（日）に隊員２０名、ボランティアさん９名とカ
メラを片手に自転車で村内を探検しました。
　あわくら会館から堂屋敷・木工房ようび・天岡公園の３
箇所を目指し、そこでしか見えない風景を撮影しました。
　途中には、普段は車やスクールバスではあっという間に
通り過ぎて気付くことができないこと、例えば川の向こう
側からしか見られないあわくらんど木回廊の風車がつくる
ハートマークを見つけたり、温泉駅のたぬき像が４体ある
ことを知ったり、途中モリアオガエルの卵を発見したりと、
自転車でたくさんの初めてを発見することができました。

　もう一つの初めてである使い捨てカメラ（レンズ付
フィルム）は、デジタルカメラと違い、撮り直しがで
きないため、村広報係の福井啓太さんに、写真の上手
な撮り方を教えてもらいました。

■自転車でしか見えない風景を求めて

■目的地でもたくさんの初めて
　堂屋敷では ( 株 ) ほんまもんの奥出一順さんに「こ
の家の柱は３００年前からこの家を支えているんだ
よ」などたくさんの話を聞かせていただきました。
　ようびでは、府川茉樹さんに２階の展望デッキに案
内していただき、そこからしか見えない村の風景を撮
影させていただきました。

▲「木工房ようび にて」

特 色ある教育 通信
～ふるさとの自然や人に学び、子どもたちの生きる力を育む西粟倉ならではの教育プログラム～

西粟倉を元気にする活動
　　　　「クリーンプロジェクト」　　　西粟倉小学校６年

　７月は、小学校６年生の「クリーンプロジェクト」に参加しました。
　６年生は「西粟倉を元気にしよう」をテーマに、５年生までに学んだことを
活かして、村を元気にするために自分たちができることを考えてきました。そ
のうちの一つとして、多くの人が訪れる道の駅 あわくらんど周辺をきれいに
し、村の人にも外から訪れる人にも喜んでもらうことをめざす「クリーンプロ
ジェクト」を行うことになりました。

　学校から徒歩であわくらんどへ向かいながら、道沿いに落ちているご
みを拾いました。道沿いでは吸い殻が多く落ちていたのが印象に残りま
した。あわくらんどと旬の里の周辺では、ごみ拾いに加えて玄関前の草
むしりも行い、きれいにすることができました。この日は、用意した一
輪車３台がいっぱいになる量のごみや雑草が集まりました。

　参加した６年生は、「きれいにできてうれしかった。その日はごみを
拾いながら下校した」「またクリーンプロジェクトをするなら、すみず
みまできれいにしたい。観光客ももっと増えてほしい」など、きれいに
なったことに手応えを感じているようでした。

　６年生は「クリーンプロジェクト」の他にも村を元気にするアイデアを考えてくれているので、これから一緒に
形にしていければと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教育コーディネーター　新荘　直明）

　隊員たちは途中何度もファイ
ンダーを覗いて一生懸命に撮影
を楽しんでいました。

　天岡公園では、エーゼロ (
株 ) の森田修さんに新しくで
きた起業支援施設のインキュ
ベーションセンターを案内し
ていただきました。
　あわくら会館に戻り、撮影
した写真をスクリーンに映し
て、今日一番の思い出の写真
を笑顔で見返し、写真の楽し
さを体験できました。
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村の介護保険の「今」　パート⑩　－介護保険料－

　介護保険料算出の元となる介護給付費は、増
加し始めた H24 年度から H30 年度の期間、平
均 6.4％（うち施設サービス費は 12.5%）増加
し続けていましたが、令和元年度実績では 2
億 2857 万円と 8 年ぶりに前年比で減少して
います。
しかしながら、1 号被保険者 1 人 1 月当たり
費用は 36,020 円 / 月と全国 12 番 /1571 保険
者（県内 2 番）と他保険者と比べ、高額な状
況が続いています。
　これから、介護保険事業計画策定委員会によ
り、皆さんにご協力頂いたニーズ調査の結果も
反映させながら計画策定を進めていきます。

【西粟倉村　保健福祉課　☎ 0868-79-7100】

　介護予防・日常生活圏域ニーズ調査へのご回答、ありがとうございました。
今年度は 3 年に一度の介護保険料の見直しを行い、令和 3 年度から 5 年度までの保険料を決定する年です。
保険料は 3 年間の介護サービス量の見込み等を記載した介護保険事業計画に基づき決まります。

■８月講座のご案内■
　映画鑑賞「僕のワンダフルライフ」
○日　時：８月２１日（金）10時～
○集　合：あわくら会館

　７月１７日（金）あわくら会館にて、アイリー鍼
灸院の角田太一院長にお越しいただき、「からだを
整える」というテーマでお話をしていただきました。
　ケガや病気になる前に自分でからだを整えるポイ
ントを、普段から家でできることを中心に教えてい
ただきました。無意識にしている呼吸は、鼻から吸
って口から吐くように意識し、みんなで大きく深呼
吸を繰り返しました。次に肩や股関節、足首等様々
な運動を教えていただき、最後に万能なツボを紹介
していただきました。「からだがすっきりした」「股
関節の体操をしたら、短く見えていた足の長さがそ
ろってびっくり！」等とても熱心に取り組まれてい

■ 7 月講座■　「からだを整える」

後半には、地域おこし協力
隊で理学療法士の泉真理恵
先生と、同じく地域おこし
協力隊で看護師の伊藤仁美
先生より、同じテーマでケ
ガや病気等不調な時に自分

ました。ツボの場所がわからない大学生には、一人
ひとり実際に足をさわってツボを教えてくださり、
ツボの場所をしっかり習得している様子でした。

で整える方法を教えていただきました。
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「救急医療週間」のお知らせ
　「救急医療週間」は、救急業務及び救急医療に対する皆様の正しい理解と認識を深めていただくとともに、
救急医療関係者の意識高揚を図ることを目的に毎年実施しています。
　９月９日を「救急の日」、また救急の日を含む９月６日 ( 日 ) から９月１２日 ( 土 ) までの一週間を「救急
医療週間」と定めています。
　現在、全国的に救急件数が増加の一途をたどっており、緊急でない場合に救急車を呼ぶと、本当に救急車
を必要としている人のもとへ到着が遅れるということが問題になっています。救急車を適正に利用していた
だけるようお願いします。
　救急車を必要とする事故を起こさないように、下の図を参考にして予防を心がけましょう。

【美作市　消防本部】

「自筆証書遺言書保管制度」が新たに始まります！
　本年 7 月 10 日（金）から、自筆証書遺言書の保管を法務局に申請することができる手続きを新たに開始
しました。自筆証書遺言を検討されている方は、是非本制度をご利用ください。
　岡山県内では、本局とすべての支局において取り扱います。詳しくは岡山地方法務局供託課までお問合せ
下さい。
　●保管申請手数料：１件につき３，９００円

【岡山地方法務局供託課　☎ 086-224-5699】



17 広報にしあわくら　8月号

ね んきんおしえて

　国民年金は、誰もが加入する公的年金制度です。
　基本的に日本に住む２０歳以上６０歳未満のすべての方は、国民年金に加入する義務があります。加入者
は、職業などによって次の３つのグループに分かれており、それぞれ加入手続きが異なります。

・第 1 号被保険者
　　２０歳以上６０歳未満の農業者 ･ 自営業者 ･ 学生 ･ フリーター ･ 無職の方などです。
　　加入手続きは、ご自身で住所地の市区役所・町村役場の国民年金担当窓口で行います。
・第 2 号被保険者
　　会社員や公務員などの厚生年金保険に加入されている方です。
　　加入手続きは、勤務先が行います。
・第 3 号被保険者
　　第 2 号被保険者に扶養されていて年収１３０万円未満の２０歳以上６０歳未満の配偶者の方です。
　　加入手続きは、第 2 号被保険者の勤務先を経由して行います。

　会社を退社したときは、第 2 号被保険者から第 1 号被保険者への変更の手続きが必要
となりますので、お早めにお手続きをお願いします。

★詳しくは、津山年金事務所（電話 0868-31-2360）までお問い合せください

国民年金の加入方法

就職活動中のみなさん！
ジョブカフェおかやまをご利用ください

　ジョブカフェおかやまでは、40 歳代までの方を対象に若者就職相談を行っています。専門のキャリアカ
ウンセラーが、マンツーマンで就職相談に応じます。ハローワークとも連携して、みなさんの仕事探しを応
援します。
　就職相談、面接の練習、応募書類（自己 PR、志望動機など）の作成アドバイス等、お気軽にご相談ください。

ジョブカフェおかやま・津山相談室

■場所：津山圏域雇用労働センター 1 階

■電話：0868-23-0850

■時間：平日　午前 8 時 30 分～午後 5 時（受付　午前 9 時～午後 4 時）

　　　　土・日・祝・年末年始は休み

※ご利用は無料です。

【問合せ・連絡先】
　ジョブカフェおかやま（担当：野上）
　電話：086-236-1515



黄金泉 大人700円→500円

小人500円→400円

元　湯 大人500円→400円
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（小学生未満無料）
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■西粟倉村社会福祉協議会　　　　　　　　　☎０８６８－７９－２５６１
■高齢者生活福祉センター　ゆうゆうハウス　☎０８６８－７９－２８６１
■小規模多機能型ホーム　ひだまり　　　　　☎０８６８－７９－２１００
■地域福祉推進事業　よりみちサロン　　　　☎０８６８－７５－３０６９

☆★　ゆうゆうハウス・ひだまりだより　★☆

　「地域おこし協力隊」の泉さんと伊藤さんが村の様子を知るためには、まずは人と触れ合うこと
が一番ということで、６月の１か月間研修に来られました。

　　☆★　小学生より頂いた花が咲きました　★☆

　西粟倉小学校より頂いた、マリーゴールドの花は咲き、ひま
わりの花はもうすぐ咲きそうです。
　外出自粛でステイホーム中の５月に高齢者の方、ひとり暮ら
しの方、いきいきふれあいセンター、社協で種を蒔きました。
小学生からもらった種ということでそれぞれ大切に育てていま
す。水やりをして双葉がでて、すくすく成長し、きれいな花が
咲きました。ステイホーム中の高齢者の方は、コロナに負けず
花が咲くのを楽しみにされている方も多くおられました。
　今年できた種をまた来年も植えようと言われていました。小
学生の皆さん、ありがとうございました。

７月の梅雨に入り憂鬱な毎日が続いていますが、
ゆうゆうハウスでは、毎年恒例の七夕飾りを準備
しています。　利用者の方に、願い事を書いた短
冊を書いてもらっています。今年は、新型コロナ
ウイルスや大雨による災害が起きています。皆さ
んの前向きな願いごとが叶いますように！

生
活
応
援
セ
ン
タ
ー
楽
々
で
の

活
動
の
様
子

平行棒を利用して
歩行練習。足の出
し方・体の使い方
などに注意しなが
ら毎日リハビリを
行っています。職
員もいい勉強をさ
せて頂きました。

☆★　地区サロン活動が再開　★☆ 　６月から新型コロナウイルス感染拡大の予防をしながら、地
区サロン活動が再開されています。
　各地区、約３か月振りに公民館に集まり、新しい生活様式を
守り、「密閉」「密集」「密接」の３つの密を避けるようにお願
いしました。感染予防で重要な手洗いの方法と手や備品等の消
毒の仕方を伝えて、実際に手洗いをしてもらいました。
　皆さん、「手洗いはしっかりせんといけんな」「マスクするの
も大変じゃけど、感染予防せんとなあ」「でも、皆でやっぱり
こうやって集まるの楽しいな」と距離を保ちながら話をされて
いました。
　今後も感染予防をしながら集まりたいと言われていました。

　ゆうゆう、ひだまりの利用者の方から『あんたらア、何処から来なさったん』
『何歳なん？』『どうして西粟倉に来たん。』と興味津々で次々に質問してお二
人とも笑顔で答えておられました。
　泉さんは、理学療法士の資格があり、利用者さんの姿勢や立ち上がり、歩き
方、毎日の体操など的確にアドバイスをして頂きました。伊藤さんは、看護師
の資格があり、薬の処置などをスタッフにアドバイスしてくださったり、生活
応援センター楽々のボランティアにも積極的に参加してくださいまし
た。お二人とも笑顔と若いエネルギーを振りまいて利用者さんの間で
人気者でした。研修場所が変わっても度々顔をだしてほしいです。
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人　　　　　　　　令和２年 7 月１日現在
　　　 の動き　　　
●人口　  １，４３５人（＋２）
　　男　　　６６６人（＋２）
　　女　　　７６９人（±０）

（６月中の異動：出生 1 人、死亡 3 人、

転入 8 人、転出 4 人）
●世帯　　　６１６戸（＋１）
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●お誕生おめでとう
・岡

お か だ

田　我
が く

玖ちゃん　　　6 月  24 日生まれ
（大　茅）

お父さん　和也さん
お母さん　詩織さん

・井
いのうえ

上　咲
さ な

七ちゃん　　　7 月    4 日生まれ
（別　府）

お父さん　達哉さん
お母さん　宏美さん

・清
し み ず

水　蓮
れ ん と

斗ちゃん　　　7 月  13 日生まれ
（知　社）

お父さん　貴志　さん
お母さん　由季那さん

( Ｒ 2.6.17 ～Ｒ 2.7.15 まで )

　　
　　　  意の窓　　　社会福祉協議会から
　　　　( Ｒ 2.6.17 ～Ｒ 2.7.15 まで )

●お悔やみ申し上げます（香典返し）
・別　府　白岩　壮一様　父　白岩　和雄様
・中土居　岩江　靖子様　父　河野　嘉徳様

善

　　札情報　（令和 2 年 7 月 10 日まで）
　　　　※入札金額 120 万円以上を掲載しています。
入

発注課 事業名 施工場所 落札業者名 契約金額（税込）

保健福祉課 西粟倉村診療所発熱外来入口新設工事 影石地内 有限会社 春名材木店 ３，３００，０００円

●お悔やみ申し上げます
・白岩　和雄さん（別　府）     6 月  12 日  82 歳

↗
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古紙のリサイクルに取り組むオフィス町内会と

森林の再生に取り組み岡山県西粟倉村との連携

により実現した「森の町内会－間伐に寄与する

紙－」を使用しています
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令和 2 年 10 月 31 日
黄金泉・元湯 有効期限

令和 2 年 10 月 31 日
黄金泉・元湯 有効期限

令和 2 年 10 月 31 日

日 月 火 水 木 金 土

８/９

　田尻病院

１０
山の日
図書館休館日

可燃ごみ
　原田内科医院

１１ １２ １３

可燃ごみ

１４

かん類

１５
・成人式　10:00 ～
（あわくら会館）

１６

　福井医院

１７

可燃ごみ

１８ １９
・すくすく子育て相談
10:30 ～ 11:30

（バンビ）

２０

可燃ごみ

２１

資源ごみ

２２
【会館イベント】
・革のブレスレット &
ブローチづくり
・レジンアクセサリー
づくり

（Ｐ４参照）

２３
【会館イベント】
・みんなでシネマ
（Ｐ５参照）

　青山医院

２４

可燃ごみ

２５ ２６ ２７

可燃ごみ

２８

びん類

２９

３０
・森のおもちゃで遊ぼ
う Day
10:00 ～ 15:00

（あわくら会館）

　作東診療所

３１
図書館休館日

　個人村県民税第２期

国民健康保険税 8 月期

後期高齢者医療保険料 8

月期

可燃ごみ

９/１

古紙類

２
・小児科健診
（いきいきふれあいセ
ンター）

３

可燃ごみ

４
・総合相談会
13:00 ～ 16:00

（あわくら会館）

資源ごみ

５

６
【会館イベント】
・猫皿と刺繍ブローチ
づくり

（Ｐ４参照）

　金澤外科医院

７

可燃ごみ

８ ９ １０

可燃ごみ

１１

かん類

１２

　 休日急患医（美作市医師会）は、６月５日現在の予定です。利用にあたっては医療機関に必ずご確認ください。

　 納付期限にご注意いただき納付をお願いします。口座振替の方は残高確認をお願いします。

医

納

納

医

医

医

医

医 医

令和２年国勢調査を実施します
●国勢調査は、2020 年（令和２年）10 月１日現在、日本に住んでいる

すべての人及び世帯が対象です。

●９月中旬から、調査員がみなさまのお宅を訪問し、調査書類を郵便受

けに入れるなどしてお配りします。

●回答は、できる限りインターネットでお願いします（郵送も可能です）。
●国勢調査の結果は、災害時に必要な物資を備えたり、コンビニの出店計画に利用されるなど、

わたしたちの生活の身近なところに役立てられています。

国 勢 調 査 に つ い て は、「 国 勢 調 査
2020 総合サイト」をご覧ください。


